
Ministry of Economy, Trade and Industry 
Kansai Bureau of Economy, Trade and Industry 

Energy Policy Division 

 

ＢＥＭＳの概要 

平成２５年８月１日 
 

近畿経済産業局 
資源エネルギー環境部 エネルギー対策課 

 
中村 秀樹 

1 

資料４－１－１ 



最新エネルギー消費と実質ＧＤＰの推移 
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業務部門業種別エネルギー消費量の推移 業務部門におけるエネルギー消費の推移 



ＢＥＭＳの政策上の位置づけ（産業競争力会議資料） 



ＢＥＭＳの政策上の位置づけ（産業競争力会議資料） 

建物自体や設
備の省エネ化 

無駄なく賢い
使い方によ
る省エネ 

× 



Ⅰ）社会像と現状の問題点 
   住宅ビルは、高い断熱性を有し、自ら使うエネルギーを管理し、 
  自ら生み出せる「エネルギーを賢く消費する環境」を整備し、先進 
  的な需給構造を作っていく。 

ＢＥＭＳの政策上の位置づけ（日本再興戦略：抜粋） 

Ⅱ）解決の方向性と戦略分野（市場・産業）及び当面の主要施策 
 ○スマートコミュニティの拡大、エネルギーマネジメント産業の確立 
  ・インフラとなるスマートメーターの整備を進め、２０２０年代早期 
   に全世帯・全工場にスマートメーターを導入。並行して、エネル 
   ギーマネジメントシステム（HEMS、BEMS等）の導入を進め、日 
   本全体でエネルギーを賢く消費する環境を整備することにより、 
   エネルギー消費の最適化を目指す。 

③エネルギーを賢く消費する社会（抜粋） 



ＢＥＭＳとは 
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BEMS（Building Energy Management System）とは、ビル

等の建物内で使用する電力使用量等を計測蓄積し、導
入拠点や遠隔での「見える化」を図り、空調・照明設備
等の接続機器の制御やデマンドピークを抑制・制御す
る機能等を有するエネルギー管理システム 

中小ビル等にBEMSを導入するとともに、クラウド等に

よって自ら集中管理システムを設置し、事業者に対しエ
ネルギー管理支援サービス（電力消費量を把握し節電
を支援するコンサルティングサービス）を行うエネル
ギー利用情報管理運営者 

ＢＥＭＳアグリゲータとは 

※本定義は、一般社団法人 環境共創イニシアチブの補助制度上の定義を引用 



○EMS（Energy Management System）とは、家電や空調・照明、太陽光パネル・

蓄電池などの機器と連携し、効率的に賢くエネルギーを管理・制御を行う
システム。 

○創エネ・蓄エネ機器との連携により、電力需要のピークカットを実現。 

【HEMSの例】 ※家庭（Home）におけるEMSをHEMS、ビル（Building）におけるEMSをBEMSという。 

スマートメーター

創エネ 蓄エネ

省エネ

系統利用電力を
削減

家電を制御

エネルギー使用状況を
見える化

将来的には

スマートメーター
と連携

万kw 万kw

夜間電力を貯めて
昼間に利用

エアコン
高効率給湯器 冷蔵庫

家庭用蓄電池太陽光発電 燃料電池

HEMS

エネルギー管理システム（HEMS・BEMS） 



ＢＥＭＳの導入状況 



中小ビルにおけるＢＥＭＳ導入のポイント 



我が国においては、平成１４年度から平成２３年度にかけてＢ
ＥＭＳ導入支援事業により５００件以上の導入が行われ、現在
では多くの大規模ビルにおいて標準的にＢＥＭＳが導入 

これに対し、中小ビルでは、ＢＥＭＳ導入が遅れていることから、
平成２３年度第３次補正予算において、中小ビルを対象とした
ＢＥＭＳ導入補助制度を開始 

本事業を機に、富士経済「電力・ガス・エネルギーサービス市
場戦略総調査 ２０１３ エネルギーソリューション編」によれば、
２０１５年度末には約２９９億円の市場規模となることを予測  

ＢＥＭＳの導入支援 

 ※エネルギービジネス戦略研究会中間取りまとめ（案）より  

   BEMS補助事業の進捗実績(７／１９現在) 

 平成２４年４月から交付申請の受付開始 
 申請件数は、５，８４５件 



ＢＥＭＳ 

BEMSの普及とアグリゲーターの育成支援 

小口需要家 
（中堅・中小企業） 電力会社 BEMSアグリゲータ 

中小ビルへのＢＥＭ
Ｓの普及 

アグリゲータ・ 

ＥＭＳサービスの育成 

＜今後の見通し＞ 

ＤＲサービスへの発展 

国 

ＢＥＭＳ設置に対する補助金 
（１／２ or １／３補助） 

¥ 

エネルギー使用
状況データ 

節電要請 

節電 

¥ 

･ﾘｰｽﾞﾅﾌﾞﾙな価格のＢＥＭＳ      
･データ分析、省エネコンサル 
･遠隔監視、アフターサービス 

ＢＥＭＳ 

ＢＥＭＳ 
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公募期間 お問い合わせ先 

【ＢＥＭＳ】平成２４年４月２７日～平成２６年３月３１日 

（ただし、平成２６年２月２８日までに対象となる費用支払いを完了してお
くこと。） 
【ＨＥＭＳ】平成２４年４月１９日～平成２６年１月３１日 
（ただし、予算額に達した場合は事業終了となる。） 

一般社団法人環境共創イニシアチブ TEL:03-5565-4773 
近畿経済産業局エネルギー対策課      TEL:06-6966-6043  

※公募内容は以下に掲載されています。 
【ＢＥＭＳ】http://sii.or.jp/bems/ 
【ＨＥＭＳ】http://sii.or.jp/hems/ 



補助金の事業スキーム 

出展：一般社団法人環境共創イニシアチブホームページ 



BEMSアグリゲータが提供するサービス内容 
主な内容 サービス料金 

基本的な
サービス 

電力の見える化  
 
 
 
 
 
 
（月額） 
 
    数千円 
      ～ 
   ２万円程度 
 
 
 
 
 
 

（注：各アグリゲータ、
建物規模・用途、計
測制御点数等によ
る） 

接続機器の遠隔制御（ON/OFF、設定変更等） 

多拠点一括管理 

デマンド監視・警報 

過去の電力使用実績との比較 

データ保存（１３ヶ月以上） 

その他の
サービス 

運用改善アドバイス 

空調自動制御 

需給予測通知 

需給逼迫時制御（自動制御、メール等） 

需給逼迫時インセンティブ（デマンドレスポンス等） 

その他（機器の劣化監視、定期報告書作成等） 15 



   BEMS事業の効果事例 
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○BEMS導入先： 
 郊外型総合ディスカウントストア 
 （延床面積：約1,500㎡、契約電力100～300kW） 
 

○特徴： 
 計測データを遠隔で監視して適性運用を支援 
 省エネ法、自治体条例に基づく各種報告書の支援 
 

○効果： 

 電気料金：前年度比11％削減    投資回収年数：1.4年 
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3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

2011年度使用量昨対比率比較 導入済（34店） 未導入（31店）

4.3％の削減

電力使用制限対策実施期間

４．３％の削減 

電力使用制限対策実施期間 

２０１１年度使用量昨対比率比較 導入済（３４店） 未導入（３１店） 



スマートメータや蓄電池等の省エネ
機器 省エネコンサルやアフターサービス
等 

小口需要家 
（中堅・中小企業） 

電力会社 

デマンドレスポンスサービス等 

BEMS 
アグリゲーター 

ＢＥＭＳの集中管理による新たなビジネスの展開 

○中小ビル等にBEMSを導入し、クラウド等による集中管理システムを通じて、需
要家の電力消費量等を把握し節電を支援するサービス 

○将来的には電力会社等のエネルギー供給事業者と連携し、デマンドレスポン
スサービス事業を展開 





○ 新築・既築を含め大型ビルの多くには既にＢＥＭＳ導入
が進んでいる。 

○しかし、中小ビルの多くではＢＥＭＳ導入されていない。
○新たな市場として、中小ビル市場への進出が求められ
ている。 
○ 中小ビルにおいては、ＢＥＭＳ導入を促進するため、導
入コストの負担軽減、改修期間の短縮が有効である。 

○ＢＥＭＳ機能を限定化するなどによりコスト削減を図る。
○既にＢＥＭＳアグリゲーター事業で行われているように、
複数ビルを一括して遠隔で監視することで、スケールメリッ
トを生むことが有効だと考えられる。  

今後のビジネス戦略 
（中小ビル市場の開拓（ＢＥＭＳ） ）  

 ※エネルギービジネス戦略研究会中間取りまとめ（案）より  





エネルギーマネジメントの今後の発展イメージ 
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参考資料 

２０１３年度夏季の電力需給対策について 
（概要） 

平成２５年４月２６日 

電力需給に関する検討会合 








